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抄録 

平安貴族女性の正装である裳唐衣装束は袴，単，袿，表着，唐衣，裳などから構成されている．そ

の中で今回は，袿と衵の着用について着用実態の若干の整理と用例の分析を行った． 
袿と衵を辞書で確認すると区別は，袿は裾の長いもので女性用のものとし，衵は裾の短いもので男

性や幼童用のものとされている．しかし王朝物語を確認すると，袿の着用者にも男性はおり，同様に

衵の着用者にも女性は見られる．また被物として使われることが多く，これは男女ともに贈られてい

た．また有職故実書で書かれていた説明も矛盾しているものも多く，実際の形状・着用について不明

なことが多い．そのことを受けてか，現代の辞典類や注釈書類類の説明も曖昧なところが多くなって

いる．この研究の目的は，文学作品と古記録における用例の分析を行って，「衵」の着用実態の若干

の整理と検討をしていくことである． 

なお，今回は特に男性の着用について検討を行う．そのため，童と僧侶の着用の用例は除いた． 
 

１． はじめに 
現在発行されている解説書や辞書で「袿」項目

を確認すると，「袿」は裾の長いもの及び女性用の

ものとし，「衵」は裾の短いもの及び男性用や幼童

用のものを呼ぶとされていると描かれていること

が多く，同じく「衵」項目を確認すると女性用は

「袿」とも称すると書かれている．しかし，形や

着用については不明な点が多い． 

本稿は有職故実書や古記録，また中古文学作品

の用例を通して，実際の使用方法や形について若

干の考察を行うことが目的である．なお，今回は

特に男性の着用について検討を行う．そのため，

童と僧侶の着用は除いた． 

 
２． 有職故実書の衵 
表Ⅰは『群書類従』と『続群書類従』に収録さ

れている有職故実書において袙について記述され

ているものを，要素ごとにまとめたものである．

以下，この表に即して見て行きたい． 

ア（色）について記述されているものが多く，

同時にキ（着用者）やク（官位）とともに記述さ

れている．f.白の衵は二例とも u.老人であったが，

それ以外の色の記述は着用者が定まらない．また

w.公卿は a.紅（赤含む）であるとするものが複数

ある．そのため色の着用は５『餝抄』にあるよう

に官位によって区別されていたのではないかと考

える． 

また，現在多く説明されているオ（丈）につい

ての記述は二つだけであり，うち一つは明治時代

に編纂された『古事類苑』である．そのため，必

ずしも丈の長さが違ったとは有職故実書のみでは

言い切ることはできない． 
イ（生地）・ウ（文様）についての記述は少ない

が，共通して h.綾であること，小葵文であること
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が書かれている． 
エ（同時着用）される着用物についても同様に

多くの有職故実書内で記述されていない． 

またカ（着用時）・キ（着用者）で３『物具装束

抄』以降でばらつきが見られる． 

ケ（種類）については，製法や色の違いである

と考えられる． 
有職故実書の傾向としては，色に関する記述が

多く，着用者の年齢によって着用できる種類が変

わる．しかし重複して書かれていたのは公卿用の

赤と老人用の白だけである．そのためこの二つは

決まっていたと考えられる．また略してよいとす

るものが多いため，必ずしも着用しなくてもいい

ものであった．また，夏は省略するという記述に

加え，主な着用時期は春冬と書かれている有職故

実書が複数ある．そのため時代が下ると夏の着用

はされていなかったと考えられる．有職故実書で

は着用者について，女性の着用が記述されている

ものはなかった．なお衵と袿を明確に分ける丈の

違いについての記述は見られなかったため，有職

故実書だけでは両者の違いを丈であると言い切る

ことはできない． 
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a.紅(赤・緋含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○
b.蘇芳 ○ ○ ○
c.萌黄 ○ ○ ○
d.薄色 ○ ○ ○ ○ ○ ○
e.浅黄 ○
f.白 ○ ○
g.染め ○
h.綾 ○ ○

ウ（文様） ○ ○
i.束帯 ○
j.単 ○ ○

オ（丈） ○ ○
k.夏 ○
l.夏なし ○ ○ ○ ○
m.平常時 ○
n.常ではない ○
o.略してよい ○ ○ ○
p.男
q.女
r.若人 ○
s.壮年 ○ ○ ○
t.中年 ○ ○
u.老人 ○ ○
v.老若通用 ○
w.公卿 ○ ○
x.大臣 ○

ケ（種類） ○ ○ ○ ○

有職故実書

エ（同時着用）

カ（着用時）

ク（官位）

ア（色）

イ（生地）

キ（着用者）

＜表Ⅰ＞  
 

 
 
 

３．現在の辞典類・注釈書類 
表Ⅱは有職故実と同じ要素でまとめたものであ

る． 

ア（色）については辞典類，注釈書類ともに a.
紅と f.老年用の白については書かれているものが

多いが，それ以外の色について説明があるものは

少なかった． 
イ（生地）やウ（文様）についても記述されて

いるものは少なかった． 

エ（同時着用）にはほぼすべての辞典類，注釈

書類に「単の上に着用する」ということが書かれ

ていた．また有職故実書ではあまり書かれていな

かった i.束帯の記述が多かった． 
オ（丈）ではほぼすべての辞典類，注釈書類に

おいて「長さの短いもの」という記述が見られた． 

またカ（着用時）では夏に着用する際は「裏を

引きはぐ」ことが書かれているが，有職故実書に

見られたような，l.夏なし，といったことが書かれ

ているものはなかった． 
またキ（着用者）では，男女ともに着用すると

書かれているものが多いが，女性用のものは特に

「袿と呼ぶ」とされている辞典類が多かった．さ

らに年齢による着用者の違いはあまり書かれてい

ない．同様にク（官位）によって着用が変わるな

どや，ケ（種類）が衵にあり区別されているとい

うことについても書かれているものはなかった． 

辞典類の傾向としては，衣の間に着込むことに

重点が置かれ，長さも短いものとして書かれてい

ることが多い．また，長さについては「やや」な

どの曖昧にする単語が使われている．また，束帯

の際に着込む枚数について数枚を重ねるとしてい

る． 

注釈書類の傾向は，単と下襲の間に着込めるも

のであることのみに説明が集中し，また童衵の説

明となっているものが多い．また，丈の短いこと

が多く書かれている．着用者の年齢による衵の種

類や色の違いについてはあまり書かれていない．

色については辞典類と同じで赤と老人用の白につ

いてのみ書かれているものはあった．また着用時

と文様について書かれたものはなかった． 
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新
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記
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典
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大
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a.紅(赤・緋含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
b.蘇芳 ○ ○
c.萌黄 ○ ○
d.薄色 ○
e.浅黄
f.白 ○ ○
g.染め
h.綾 ○ ○ ○

ウ（文様） ○ ○
i.束帯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
j.単 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オ（丈） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
k.夏 ○ ○
l.夏なし
m.平常時
n.常ではない
o.略してよい
p.男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
q.女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
r.若人
s.壮年
t.中年
u.老人 ○
v.老若通用
w.公卿
x.大臣

ケ（種類） ○ ○

辞書・注釈書

エ（同時着用）

カ（着用時）

キ（着用者）

ク（官位）

ア（色）

イ（生地）

＜表Ⅱ＞  
 
４．文学作品 
表Ⅲは文学作品における衵の用例をまとめたも

のである．本文はすべて小学館の『新編日本古典

文学全集』によるものである．1～20 までが男性

着用，21～25 までが女性着用である． 

物語において描かれている着用を見る限り，必

ずしも男性や童に限って着用されているわけでは

なく，女性の着用も見られる．しかし，被物の用

例で与える側の着用者はすべて男性であり，着用

者数も男性が多い．また多くの有職故実書で男性

の着用について重きが置かれて記述されている． 

衵が被物にされたのは，表着では着用できるも

のが位によって決まっているため，その制限もな

く，与えられた後も使用することができるものと

して選ばれたのではないかと考えられる． 
また男性から女性への被物の用例も見られる．

これは男女の差なく着用できたものでなければ，

被けられたとしても使えないため，同型の長さで

あったか，当時は男女ともに使用していたもので

あると考えられる． 

また，長さを示す例として『国史大事典』で鈴

木敬三氏のあげている，『枕草子』の 

  定澄僧都に袿なし，すくせ君に衵なし〔1〕 

という記述以外に長さについての記述は見られ

なかった． 
色の使用は紅，蘇芳の例が多いが，蘇芳は『栄

花物語』のみに見られた．蘇芳については着用者

が下級のため，年齢よりも位官による差があった

のではないかと思われる．また有職故実書には見

られなかった青い衵の着用があるが，これは滑稽

話の用例であるため，実際の着用があったかは怪

しい．同様に有職故実書には見られない色として

『栄花物語』内に薄鈍色の衵があった． 

また，文様に関しての記述は見られなかった． 
生地については掻練が一例見られるだけであり，

織り方などは記述されていない． 

さらに有職故実書で見られた束帯との着用だが，

文学作品では狩衣，袴，単との取り合わせはあっ

たが，束帯との着用は見られなかった． 

着用される季節は三月・八月・九月が各三例で

多く，二月・十月が各二例，正月・七月・十一月・

十二月が一例ずつであり，夏季の衵の着用は見ら

れなかった． 
文学作品の傾向は，被物としての使用が多く，

与えられる人物は男性に限らない．しかし，女性

から男性への被物の例はなかった．着用者の身分

は帝から召次，女性まで幅広く，衵自体には着用

制限はなかったものと考えられる．また，色や生

地，同時着用物について記述されるのは，被物以

外の用例のみであり，被物用例で同時着用物につ

いての記述はみられなかった．着用される季節に

ついては，夏季の着用は見られず，多くの有職故

実書の記述と一致する．しかし，七月・八月・九

月の着用例が多いため，春冬に主に着用するとい

う記述とは矛盾する． 
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番号 作品名 章段 頁 男女 本文 時 場 人 用途 衣装 備考

1 大和物語 一六二段 348 男
いみじうあはれがりたまひて、よばすれど、恥ぢて来で、かくなむいへりける。
むばたまのわが黒髪は白川のみづはくむまでなりにけるかな

とよみたりければあはれがりて、着たりける衵ひとかさねぬぎてなむやりける。

未詳 未詳 野大弐
被物
（檜垣の御） 男→女

2 うつほ物語 俊蔭 117 男
声をかぎりかきたてて弾きたまふに、いとどありとある人愛でたまひて、御衵一襲脱ぎて、
「御うなじの寒げなるも、かかればぞかし。

八月 相撲の還饗
左大将正
頼

被物

（仲忠）

3 うつほ物語 俊蔭 118 男 仲頼、感にたえず下り走り、万歳楽ををれ返り舞ふに、あるじのおとど、衵脱ぎたまふ。 八月 相撲の還饗
右大将兼

雅

被物
（仲頼）

4 うつほ物語 俊蔭 118 男

大将殿童におはしけるとき、嵯峨の院の御賀に、落蹲になく舞ひたまふ名取たまひける、
今宵、かく遊び人手を尽くして、めづらしきものの音添へはりてめでたきに、仲澄の侍従、
落蹲舞ひて、御階のもとに舞ひ出でて、をれ返り舞ふ。仲忠、愛でしれて、大将の被けた
まへる衵をうち被けて、もろともに舞ひ遊ぶ。

八月 相撲の還饗 仲澄 なし

5 うつほ物語 春日詣 271 男
めづらしく風の調ぶる琴の音を聞く山人は神も咎めじ

といふを、仲忠聞きて、「いと興あるものかな」とて、衵を脱ぎて、かくいひて被く。
二月 春日詣

仲忠
被物
(忠こそ)

6 うつほ物語 尚侍のかみ 204 男

かかるほどになほなほ左勝ちぬ。左より四十人の舞人分かれて、人など数知らず出で来

て、遊ぶこと限りなく、面白く遊びせめて、左大将どのかはらけ取りて、並則に賜ひて、衵
の御衣脱ぎて賜ふ。

七月 相撲の節会 左大将

被物

（並則）

7 うつほ物語 国譲　下 401 男

乳母召して見せたてまつりたまふ。まだ五十日にも足りたまはず、いとつぶらかに白く肥

えたまへり。上抱きたまひて、「あな小さや。人初めはかくある。われらもさぞありけむか
し。かかるものを大きになすこそ、女は恐ろしけれ。宮はいと大きになりにけり。初めはい
とあさましや」。「月ごろ御覧じ馴らひたらむを」。「それはまかでにき。大きになりにたり。

それをぞ小さきと見しかど」とて、「これも対面とやいはむ」とて、衵の御衣脱ぎて、乳母に
賜う。

三月
嵯峨の院の
花の宴

帝

被物

（乳母） 男→女

8 枕草子 二三〇段 368 男

雪高う降りて、今もなほ降るに、五位も四位も、色うるはしう若やかなるが、うへの衣の色
いときよらにて、革の帯のかたつきたるを、宿直姿にひきはこへて、紫の指貫も雪に冴え
映えて、濃さまさりたるを着て、衵の紅ならずは、おどろおどろしき山吹を出だして、からか
さをさしたるに、風のいたう吹きて、横さまに雪を吹きかくれば、すこしかたぶけて歩み来

るに、深き沓、半靴などのはばきまで、雪のいと白うかかりたるこそをかしけれ。

二月 宿直姿 四位五位
うへの衣
紫の指貫

9 源氏物語 若菜　下 171 男

求子はつる末に、若やかなる上達部は肩ぬぎておりたまふ。にほひもなく黒き袍衣に、蘇
芳襲の、葡萄染の袖をにはかにひき綻ばしたるに、紅深き衵の袂のうちしぐれたるにけし
きばかり濡れたる、松原をば忘れて、紅葉の散るに思ひわたさる。見るかひ多かる姿ども

に、いと白く枯れたる荻を高やかにかざして、ただ一かへり舞ひて入りぬるは、いとおもし
ろく飽かずぞありける。

十月 住吉参詣
若々しい
上達部

黒き袍衣 舞人

10 紫式部日記 158 男
いとよくはらはれたる遣水の、心地ゆきたるけしきして、池の水波たちさわぎ、そぞろ寒き
に、主上の御衵ただ二つたてまつりたり。

十月
土御門邸行
幸

帝 被物

11 栄花物語

巻第三

さまざまの
喜び

161 男
大殿いみじう興ぜさせたまひて、「おそしおそし」と仰せらるれば、「まだ夜深くも思ほゆる
かな」と申したれば、いみじう興じほめさせたまひて、摂政殿、衵の御衣ぬぎて賜す。

十二月
加茂臨時祭
の還遊

兼家
被物

（源兼澄）

12 栄花物語

巻二十

御賀 369 男

薄鈍の衵の御衣一襲を脱がせたまひて、この君に被けたてまつらせたまへば、この君の
御舞の師、右近将監正方うち被きて、いとどもてはやし舞はやし舞はせたてまつれば、関
白殿立たせたまひて、東の対の南の簀子のもとにて、御衣脱がせたまふに、御汗につき
てえ脱がせたまはねば、これかれ参りてとかく仕うまつれど、さらに脱がれねば、ただ衵

の御衣の袖をひきかりて、もていきて被けたれば、この御衣の袖に頭をさし入れて頸にか
けて、ありつる御衣をば肩にかけて落とさで舞ふほど、「さはいへど父好用が子とはあん
めり」と、殿ばら興じのたまはせて、そこらの殿ばら御衣脱がせたまへば、みなはえ被き

あへねば、ただこの君の舞ひたまふ所の庭に脱ぎ集めさせたまへれば、木の下に色々の
紅葉の散り積りたると見えて、いみじうをかし。

十月
倫子六十の
御賀の儀式

道長

頼通

被物

（頼宗）

13 栄花物語
巻第三一
殿上の花
見

ｐ２０３ 男 蘇芳の狩衣、袴、同じ色の衵着たる召次といふ物十人つきたり。 九月
石清水・住
吉詣に出立

召次
蘇芳の狩衣
袴

14 栄花物語

巻第三一

殿上の花
見

205 男
船さす人八人、緑衫の狩衣、袴に金して絵をかきたるに、蘇芳の衵を着たり。次々女房の
船、あたりあたりに劣らじと挑みたれば、心ごころ見えていとをかし。

九月
石清水・住
吉詣に出立

棹さし 緑衫の狩衣

15 大鏡 道長 304 男

出でさせたまひけるには、緋の御衵のあまたさぶらひけるを、「これがあまた重ねて着た
るなむうるさき。綿を一つに入れなして一つばかりを着たらばや。しかせよ」と仰せられけ
れば、「これかれそそきはべらむもうるさきに、異を厚くしてまゐらせむ」と申しければ、「そ
れはひさしくもなりなむ。ただとくと思ふぞ」と仰せられければ、思し召すやうこそはと思ひ

て、あまたを一つにとり入れてまゐらせたるを奉りてぞ、その夜は出でさせたまひける。

正月 出家の前兆 顕信

16 今昔物語集

巻第二八
左京大夫

□異名語
第二一

212 男 随身四人ニ皆青キ狩衣袴、袙ヲ着セタリ。 未詳
堀川の中将

の宴
随人

青キ狩衣
袴

17 枕草子 十段 45 他 「定澄僧都に袿なし。すくせ君に衵なし」と言ひけむ人こそおかしけれ。 三月
定澄の喜び

申しの日
すくせ君 袿

18 枕草子 二六五段 419 他
単衣は白き。昼の装束の紅の単の衵などかりそめに着たるはよし。されど、なほ白きを。
黄ばみたる単衣など着たる人は、いみじう心づきなし。練色の衣どもなど着たれど、なほ
単衣は白うてこそ。

単衣についてなし

黄ばみたる
単衣
練色の衣

19 枕草子 一本の四段 454 他 文字にて書きてあるやうあらめど心得ぬもの　炒塩。衵。帷子。屐子。泔。桶。槽。

文字にて書
きてあるや

うあらめど心
得ぬもの

なし

20 更級日記 289 他

さまことなる山の姿の、紺青を塗りたるやうなるに、雪の消ゆる世もなくつもりたれば、色

濃き衣に、白き衣に、白き衵着たらむやうに見えて、山のいただきのすこし平らぎたるよ
り、煙は立ち上る。

九月
富士川のほ
とり

なし

色濃き衣

白き衣

21 うつほ物語 吹上　上 418 女
これは張り物の所。巡りなき大きなる檜皮屋。衵、袴着たる女ども二十人ばかりありて、
色々の物張りたり。

三月 春日詣 女 袴

22 落窪物語 巻の一 36 女
様態、頭つきをかしげにて、白き衣、上につややかなる掻練の衵着たり。添ひ伏したる人
あり。君なるべし。〈白き衣の萎えたる〉と見ゆる、着て、掻練のはり綿なるべし。

十一月
中納言一家
留守

あこき 白き衣

23 枕草子 二八六段 439 女

船の道。日のいとうららかなるに、海の面のいみじうのどかに、浅緑の打ちたるを引きわた
したるやうにて、いささかおそろしきけしきもなきに、若き女などの衵、袴など着たる、侍の
者の若やかなるなど、櫓といふもの押して、歌をいみじううたひたるは、いとをかしう、やむ

ごとなき人などにも見せたてまつらまほしう思ひ行くに、風いたう吹き、海の面ただあしに
あしうなるに、物もおぼえず、泊まるべき所に漕ぎ着くるほどに、舟に波のかけたるさまな
ど、かた時にさばかりなごかりつる海とも見えずかし。

うちとくまじ

きもの
女 袴

24 今昔物語集

巻第十七
比叡山僧
依虚空蔵
助得智語

第三三

371 女 其ノ門ニ袙メ数タ着タル若キ女ノ清気ナル、立テリ。 未詳 未詳 女

25 今昔物語集

巻第十七
比叡山僧

依虚空蔵
助得智語
第三三

372 女
見レバ、四尺ノ屏風ノ清気ル立タリ、高麗端ノ畳ニ三帖許敷タリ。即チ、清気ナル女袙袴
着タル、高坏ニ食物ヲ居ヘテ持テ来タリ。

未詳 未詳 女 袴

＜表Ⅲ＞  

５．まとめ 
有職故実書で書かれていた説明も矛盾している

ものも多く，実際の着用について不明なことが多

く，丈について具体的に記述してあるものは少な

い．そのためか，辞典類や注釈書類の説明も，丈

については「やや」などの曖昧にする単語を使う

などし，多くのことをぼかして書いている．また

文学作品では被物として使われることが多く，こ

れは男女ともに贈られていた．有職故実書の中に

出てきていない色や，同時に着用しているものが

違った．色については，有職故実の説明で多く見

られた着用者の年齢よりも，『餝抄』の記述にみら

れた，位官の違いによるところが大きかったので

はないだろうか． 

衵は，男女ともに着用できたものであり，夏は

着用されないものであった．また，あまり着用に

制限がなかったため被物として多く用いられたが，

白衵は老人が用い，赤衵は公卿が用いたものと考

えられる．しかし，現在多く言われている衵と袿

の丈の違いは明確にはわからず，『枕草子』の記述

から短かったのではないかと類推されるのみであ

るが，男女の別なく着用できたものであること，

有職故実書に丈に関する記述があまり見られない

ことから一概に言い切ることはできない．また，

同時着用物としては単とともに着用するものであ

るが，その上に何を着用したかは束帯，狩衣，指

貫など有職故実書と文学作品で用例が一致しない． 

今後，古記録から衵の着用について読み取り，

実際の着用と，衵というものについて明らかにし

たい． 
 

付記 
本研究は大妻女子大学人間生活文化研究所大学

院生研究助成（DB2608）の助成を受けたものであ

る． 
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Abstract 
Mo Karakoromo costume is a full dress of the Heian aristocratic women hakama, Hitoe, Uchigi, table 

clothes, Karakoromo, it is composed of such as Mo. This time in which was carried out an analysis of some 

of organizing and examples of wear realities about the wear of Uchigi and Akome. 
Distinction as to confirm the Uchigi and Akome in dictionary, Uchigi is assumed for the long ones and 

women skirt, Akome is the called the one for short and men and young child of hem. But when you check the 

dynasty story, down to the men wearer of Uchigi, women to the wearer's similarly Akome seen. Also which it 
is often used as an object to be things, which had been given to both men and women. The thing that 

description that has been written in Yusokukojitsu statement also contradicts many, the actual shape and it is 

often unclear about the wear. Or in response to the fact that, are also increasingly places ambiguous 
description of the modern dictionary class and commentary. The purpose of this study, carried out an analysis 

of some of organizing and examples of wear realities per "Akome" the literary works and the full record, is 

that it will consider the actual wear and Akome. 
It should be noted in particular I do consider wearing men this time. Therefore, examples of the wear of 

the child and the priest was removed. 
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